
市長に答申書を提出

病院事業将来構想病院事業将来構想検討委員会検討委員会

　昨年８月より 11回にわたって開催され

た「山陽小野田市病院事業将来構想検討

委員会」の答申がまとまり，6月 16 日，

砂川功委員長から市長に答申書が提出さ

れました。(1) 山陽市民病院は平成 20年

度までに存続について再度検討 (2) 地方

公営企業法に基づく，事業管理者の配置

や財務規定，組織，職員の身分の取扱い

に関する規定などを適用する「全部適用」

の導入検討（現在は両院とも財務規定だ

▲白井市長（右）に答申する砂川委員長（左）

けの「一部適用」）(3) 将来的には新病院の

建設が望ましい，といった病院事業の将来

的なあり方などについての内容となってい

ます。答申書を受け取った白井市長は「答

申を尊重し，逃げることなく真正面から取

り組んでいきたい」と固い決意を述べまし

た。なお，全文を次ページに掲載していま

す。（8ページの「市長から市民のみなさん

へ」もご覧ください。）

【問い合せ先】小野田市民病院☎ 83-2355

山陽市民病院　☎ 72-1121

▲委員会のようす

「広報さんようおのだ」　2006/7/1－2－


